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鬱陶しい梅雨の訪れが間近に迫ってきたと思うと、少し気が滅入りますが、みなさん 

如何お過ごしでしょうか。 

  

2024年は、元日早々に能登半島地震が発生し、８年前の熊本地震の記憶がよみがえ  

 りました。道路や水道管などのインフラは甚大な被害を受け、今なお山間地を結ぶ道路 

 が各地で寸断されており、インフラや住居の再建には時間を要するようで、震災前の日 

常を取り戻すにはまだまだ時間がかかる状況にあります。１日も早い復旧を願わずには 

いられません。 

熊本地震から8年、改めて防災意識を高め日頃から備えをしておかなければなりません。

そして、いざという時の助け合い、支え合いができるように地域のつながりをしっかり構築

しておくことが必要です。 

 

 社会を大混乱に陥れた新型コロナウイルスの感染症。感染法上の位置付けが、5類に引き

下げられて１年が過ぎました。ゴールデンウィーク期間中各地の観光地は外国からの観光客

含めてコロナ前のような賑わいで、すでに日常を取り戻したような感じとなっています。 

 このことから、私たちのコミュニケーションツールの大事な大事なひとつ飲みニケーシ

ョンも昨年末からすでに回復し、情報共有、情報交換の場として、しっかりコミュニケーシ

ョンが図られているのではないでしょうか。しかしながら、3年半の空白で寄る年波には勝

てないなーと感じている方もいらっしゃるのでは・・・私だけかもしれませんが。飲み会に

強いて参加しなくてもいいという方もいらっしゃるようで、幹事さんの苦労話を聞こえてき

ます。「行くばい」と無理に連れて行くこともできない環境にもなりましたから。世の流れ

でしょうか。 

 

今、国会では、政治資金規正法改正をめぐる議論が最大の焦点となっています。「政治資

金パーティー裏金」は国民の怒りを買い、当該国会議員の失墜はもとより、国民感覚との異

常な乖離があるにも関わらず、まったく自浄作用が働いていません。野党が抜本的な是正案

を示しても、政権与党内でもまとまらない状況にあったようですが、5 月 9 日大筋合意と

なりました。しかしながら、どれだけ透明性が担保できるのかわかりません。正直者（納税

者である国民）が馬鹿をみるような政治を許している私たちの責任でもあるのですが・・・。

詳しいことはわかりませんが、政治家が作成する収支報告書は全面開示し透明化を求めてい

かなければならないのではないでしょうか。 

やはり、私たちは「必ず選挙にいく!!」このことが一番大事であると思いますが。 

    

ふれあい通信   
2024/5/16 第 23号 

（一社）熊本県労働者福祉協議会 

 



2 

 

2024春闘では、大手企業では大幅賃上げとなりました。しかしながら、地場の中小零 

細企業では、円安の影響が直撃し大変厳しい経営環境にあります。また、実質賃金はまた減 

 少しました。リーマンショックなどで低迷した時期を更新し、過去最長とのこと。私たち消 

費者も物価は上がるばかりとため息しかでません。やはりここでも、しわ寄せは私たち国民 

に覆い被さってきます。 
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さて、今月号のひと言コーナーは、人吉球磨地区労福協 久保田事務局長、県南地区労福協 

福田会長から多忙な中寄稿いただきました。様々な運動を構築し、労福協運動の認知度向上を

図っておられます。 

是非ご一読いただき、人吉球磨・県南地区労福協の取り組みを知っていただき、各々の活動

の参考にしていただければと思います。 

【１】ひと言コーナー 

 ★人吉球磨地区労福協事務局長の久保田です。 

人吉球磨地区では、結成以来、会員の福祉の向上、幸せな社会を求めて活動を進めてきまし

た。これまで学習会、事業体推進委員会と連携した行動、ミニバレー、ビーチバレー、グラウ

ンドゴルフ大会などを開催してきています。しかし、参加者が激減しており、見直しが求めら

れています。地協と連携して自治体要請行動、チャリティーゴルフ大会及び列島クリーンキャ

ンペーン合同開催や、また、市主催のお祭り盆踊り大会にも毎年参加していました。この他、

事業体職員歓送迎会、年末の忘年会など、更には、結成 25周年ではオーストラリア旅行を実

施しています。 

人吉球磨地区労福協は、地協に対しても大きな役割を果たしており、地協結成、地協活動の

展開は労福協の運動の積み重ねの上にできたものでもありますし、労福協に求められる役割は

更に大きなものとなっています。今後も引き続き人吉球磨地区労福協は、労福協に集うすべて

の会員団体と課題を共有するとともに、労働者福祉運動の構築をめざして共に考え取り組んで

いくこととします。 

  

１，地区労福協の活動に向けた取り組みについては、地域に根ざした、地域に顔の見える運動、

労働者の福祉向上に運動を進めていきます。 

 （１）定例に幹事会を開催し諸活動の取り組みについて幹事会相互の理解を深め会員への連絡 
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   を密に情報共有します。 

 （２）県労福協の諸会議や研修会等に積極的に参加し、情報の共有化を図ります。また、地協・ 

地区労福合同研修会開催の取り組みを進めていきます。 

  （３）各福祉事業体との連携を深め諸活動に取り組みます。 

  （４）人吉球磨地協、推薦議員団、団体と連携し、自治体要請行動を展開します。 

  （５）様々な方法で労福協活動を地域に発信します。 

 

◎主な活動（行事）取り組み 

 ■列島クリーンキャンペーン（地協・地区労福協合同） ＊（人吉新聞掲載①②） 

  ①2022年 9月実施＝くまがわ鉄道一部を除き運転再開。観光駅の一つでもある「おかどめ幸福 

  駅」を清掃活動。 

  ②2023年 9月実施＝令和 2年豪雨により肥薩線も甚大な被害、JR人吉駅構内も浸水しまし 

た。列車が運行していない人吉駅は閑散、構内は草茫々であり、少しでも活気を戻そうと駅舎 

内、ホーム、構内、元機関区車庫廻り、転車台廻りなど清掃活動を行いました。地協・労福協 

会員・熊退連など 53名の参加がありました。 
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■自然災害遺児救援チャリティーゴルフ大会（地協・地区労福協合同協賛） 

  〇2023年 10月＝産別交流・親睦を深めるとともにワーク・ライフ・バランスの一環

としても取り組んでいます。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■地協・地区労福協合同研修会 

  〇2024年 3月（4年振りの開催） 

地協・労福協会員・ろうきん友の会・熊退連など 29名参加。 

テーマ：①「新 NISAの提案」について（ろうきん人吉支店） 

      ②「弁当の日」上映（こくみん共済 coop） 
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■歓送迎会 

  〇2024年 4月（事業体職員）＝労福協会員・ろうきん友の会など 23名の参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「7才の交通安全プロジェクト」取り組み 

 〇労福協も共同で人吉球磨８市町村の教育委員会へ横断旗寄贈を行ってきました。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇3月 19日、相良村教育委員会へ久保田事務局長から横断旗が寄贈されました。（役場

だよりに掲載されました。） 
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■人吉球磨災害箇所視察 

〇2022年 10月 28日（金） 参加：12名 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＊2024年 4月 4日、熊本県と JR九州は肥薩線・八代～人吉間(川線)の鉄道復旧に 

ついて、基本合意書を締結。再開は 10年後の見通し。尚、人吉～吉松間(山線)にお 

いては、まだ合意がなされていない状況。 

 

★県南地区労働者福祉協議会会長の福田です。 

本地区協議会は、２０１８年度に八代、芦北、水俣の３つの労働者福祉協議会が合併して設立さ

れました。当協議会においては、基本的には合併前の３地区（八代、芦北、水俣）にてそれぞれの

地域の実情に応じた活動を行うこととしておりますが、設立の際、年に一度は３地区合同での活動

をすることを申し合わせていたようです。実際に２０１９年度には芦北町田浦の岩崎グラウンドに

おいて、協議会主催によるグラウンドゴルフ大会を開催し、県南地区にまたがる幅広い交流が図ら

れました。 

しかしながら、その後は新型コロナウイルスの感染拡大に追い打ちをかけるような形で、令和２

年（２０２０年）７月豪雨が発生し、当地区では甚大なる人的・物的を受けることになります。そ

れ以降、三地区合同のイベント等は実現できておりませんが、新型コロナウイルス感染症の５類移

行を受け、今後は三地区合同のイベントの復活を目指して取り組むことを確認しています。 

そこで今回は、３地区の中でも特に活発に活動をされている八代地区の活動を中心に御紹介いた

します。 

■フードドライブ（八代地区運営委員会） 

１０月１５日（日）に初の取り組みである「フードドライブ」を実施しました。１２団

体より缶詰・麺類・調味料等１３７品、約６００個の品々が寄せられ、翌１６日には、八

代市社会福祉協議会へ寄贈しました。 
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■サンタ訪問（八代地区運営委員会） 

１２月２５日（金）に、１２名のサンタクロースが、八代乳児院（３１回目）、とら太

の会（１８回目）、八代ナザレ園（３３回目）を訪問し、子どもたちへお菓子のプレゼン

トと各施設への寄付金の贈呈を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の取組み 

 令和２年７月豪雨の被害が特にひどかった芦北地区では、本年あらたに会員の親睦を図るための

新春の集いが行われました。水俣地区においては、九州ろうきん水俣支店と連携して、ニュースポ

ーツであるモルック大会を行うなど、両地区において会員相互の親睦を図る事業に取り組みまし

た。 

 

＜今後の取組みについて＞ 

 過疎地域においては、本格的な人口減少、超高齢化社会を迎えつつあり、各地区における人的資

源をはじめとする地域の経営資源が少なくなるのは明らかです。他方、地域が抱える課題は、コロ

ナ禍以降、特に複雑かつ多様化してきています。このような困難な状況を突破していくためには、

これまでの活動範囲を越え、立場（職場）や世代も越えた取組みが求められます。本地区では、八

代、芦北、水俣の全体での取組みは実質２０１９年度に１回実施できただけで、それ以後は従来の

３地区における個別の活動を行うにとどまっておりますが、「自地域だけではできないことは、地

域間連携で解決する」ことが当たり前のことになるためにも、これからの時代に合った県南地区の

連携の在り方検討を行い、過疎地域における労働者福祉運動、ひいては地域活性化モデルとなるよ

うな取組みを視野に今後の活動を進めていきたいと思います。 

 

 

【２】中央労福協活動コーナー  ≪継続でご案内いたします≫ 

 

生活・就労応援基金（ろうふくエール基金）について改めてお知らせいたします。身近

なところで、コロナ禍で苦しむ方々を支援している団体等に是非ご紹介ください。 

 

 

基金の目的 

  基金を呼び水として、地方労福協が軸となり労働組合・協同組合・市民団体等とともに、コロナ禍

で苦しむ人たちに対する生活・就労支援活動を地域で促進することを後押しする。この取り組みを通

じ、組合員・市民の共感を広げ、労働者福祉運動の役割発揮につなげる。 
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■コロナ禍に対する生活や就労の支援を目的として、地方労福協が実施もしくは関与する事業や活動。

例えば、各地域で事業団体が行う学生生活支援・フードバンク事業・子ども食堂事業等
との連携、民間団体・ＮＰＯ等が行う困窮家庭等への支援活動との連携など。  

・「関与する」とは、一緒に活動すること、事業・活動に共感し寄付を集めること、事業・活動

を応援、推薦、紹介すること等を含む。  

・助成額  

１団体の助成上限額 支援対象Ｂ ２０万円  

 

【3】南部労福協活動コーナー 

熊本県労福協は、2023年度から 2024年度の 2年間南部労福協の事務局を担っています。 

今後の予定についてお知らせします。何れも熊本での開催となりますので、皆さんのご協力をお

願いすることもあると思いますのでよろしくお願いします。 

 

■労働者福祉南部ブロック協議会「第 10 回労働運動・労働者福祉運動の理念・リーダー養成講

座」は労働運動・労働者福祉運動に対する労働者の理解や関心が希薄になっていることから、次

世代を担うリーダーを育成する必要があること、継続的な教育活動が労働団体等にとって共通の

課題となっていることから開催されます。2024 年 8 月 23 日(金)～24 日（土）熊本市（ANA

クラウンプラザホテル熊本ニュースカイ）で開催します。県労福協として連合熊本、各福祉事業

団体に次世代を担うリーダーの参加を要請します。 

 

■研究集会は労働団体や福祉事業団体に働く仲間が、労働者福祉運動の推進にあたって研究し、

共通の認識を持つための場として開催されます。また九州各県の仲間との情報交換・交流の場で

もあることから可能な限り多くの参加体制を作って参加します。特に、県労福協が引き続き南部

労福協の事務局である熊本市で開催されます。連合熊本、各福祉事業団体に参加を要請し可能な

限り多くの参加体制を作って参加します。 

今年度は 2024 年 10 月 17 日（木）～18 日（金）に熊本市（ANA クラウンプラザホテル熊

本ニュースカイ）で開催します。なお、18 日は、フィールドワークとして、南阿蘇村「熊本地

震震災ミュージアム KIOKU」の見学を行います。 

 

【4】県労福協活動コーナー 

■2024年度第 13回（第 58回）通常総会開催 

  日時 2024年５月 24日（金）14時～ 

  場所 熊本県労働者福祉会館 大会議室 

県労福協会員組織と 1年間の活動を確認していきます。 

■ ろうふくエール基金助成 

「熊本県北部こども食堂ネットワーク」に対して助成決定。通常総会時に贈呈式を実施。 

事業内容・・・物価の高騰により日々の生活が厳しさを増す中で、こども食堂を運営する各団 

           体に対して継続的に実施。  

  

 ******************************************************************** 
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【５】雑学（トリビア）コーナー 
  「わかる」の漢字には「分かる」「解る」「判る」の三つがあり、それぞれ意味によって使い分け

が必要となる。 

 

一般的には「分かる」の漢字が使われる場合が最も多く、全ての「わかる」に使うことができ 

る。そして、「解る」と「判る」は特定の時しか使うことができない。これら三つの中で常用漢字表

に記載された漢字は「分かる」のみで、「解る」とは常用外漢字（表外漢字）となる。 

 

そのため、公用文書や新聞、雑誌、ビジネス文書などでは「分かる」と表記する場合が多くな 

 る。公的な文書や公共性が高い場合以外では、「解る」や「判る」を用いることがあるが、意味 

によって使い分ける必要がある。 

 

「解る」の「解」は「理解」「解釈」「了解」のような使われ方がされ、「解る」は「物事の意味や

内容、価値がはっきりする」場合に使われる。「問題が解る」「意味が解る」「日本語が解る」「授業が

解る」「絵画の良さが解る」などのような使い方をする。 

 

「判る」の「判」は「判明」「判定」「判断」のような使われ方がされ、「判る」は「事実や真相が

はっきりする」場合に使われる。「犯人が判る」「身元が判る」「善悪が判る」「真相が判る」「良し悪

しが判る」などのような使い方をする。 

 

「分かる」「解る」「判る」の三つの漢字にはこのような使い分けが必要となる。公的な場面や  

 使い分けが難しい場合には、全ての意味に使える「分かる」と表記するのが良いと言える。 

 

出典 株式会社アーツ 

******************************************************************** 
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【６】福祉事業団体の活動 
   以下の URLからご覧ください。 

（１）九州労働金庫熊本県本部 

    https://kyusyu-rokin.com 

 

 

https://kyusyu-rokin.com/
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（２）こくみん共済 coop熊本推進本部 

    https://www.zenrosai.coop/contact/zenkoku/kumamoto.html 

 

https://www.zenrosai.coop/contact/zenkoku/kumamoto.html
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（３）ユニオントラベル熊本 

    http://unitora.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://unitora.com/
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   （４）秋津レークタウンクリニック 

    https://akitsu-laketown.jimdofree.com/ 

（５）ライフサポートセンターくまもと 

    http://blog.rofuku.net/kumamoto-lsc/ 

福祉のことなら何でもご相談ください。 あなたの悩みに応えます。 事業団体・産別の 

    専門家が、労働問題他、福祉全般に亘って相談に応じます。 

（６）熊本県労働者福祉会館  

http://www.roukan.org/ 

いつでも、だれでも利用できる会議室があります。会議、研修、講習会などでのご利用

お待ちしております。 

 

**************************************************************************** 

【７】事務局からひと言 

■2021 年 10 月 4 日「ふれあい通信」（第 1 号）を発行しました。県労福協、

南部労福協、中央労福協の様々な労働者福祉に関する取組について情報発信をすること、その

ことで労働者間のネットワークづくりの一助となること、そして大きな輪（絆）となることを

願って今日まで（第 23号）続けてきました。 

3年前は、私たちが経験したこともない未曾有のパンデミック。多くの会議、集会等はWeb

開催となりコミュニケーションの場すらなくなってしまいました。新型コロナウイルス感染症

の拡大から SDGsの後退、そしてこのことから貧困、格差の拡大が顕著に表れてきています。

当時WHOのテドロス事務局長は、新型コロナウイルスの変異株に対応して、3回目の接種を

行おうとする富裕国に対し他国が国民の１回目の接種分の確保に努めている中で推進すべき

ではないこと、接種率が低い低所得国や中所得国へ回す必要があると言っていました。やはり

これも貧困・格差を顕著に表したものだと言えます。 

  さらに、株価の高騰、円安の状況は、国民の生活に大きな影響を及ぼしています。老後資金

2,000万と言われていたのが、新たな試算では、4,000万との報道がされています。年金を

頼りに生活する人、そして、いずれ年金を受け取るであろう世代の生活設計はどうなるのでし

ょうか。明るい話題に乏しい昨今、不安を払拭できるような特効薬はないものでしょうか。自

らの生活は自ら構築するすべしかありませんが・・・ 

  

■2021年～2023年の主な出来事 

 ・2021年 

1位 大谷翔平、メジャーＭＶＰに 

2位 東京五輪、日本は史上最多 58メダル 

3位 新型コロナワクチン接種開始 

4位 眞子さま、小室圭さん結婚 

5位 静岡・熱海で土石流、死者・行方不明者 27人 

6位 新型コロナ、変異株が猛威 

7位 自民党総裁に岸田氏、首相に就任 

8位 将棋・藤井聡太さんが新竜王、最年少四冠に 

https://akitsu-laketown.jimdofree.com/
http://blog.rofuku.net/kumamoto-lsc/
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9位 ゴルフの松山英樹がマスターズ優勝 

10位 東京五輪「原則無観客」 

・2022年 

1位 安倍首相銃撃され死亡 

2位 W杯日本代表 16強 

3位 知床観光船沈没事故 

4位 大谷 2桁勝利 2桁本塁打 

5位 村上選手 56本塁打 三冠王 

6位 円安 1ドル 150円突破 

7位 北京五輪 冬季最多メダル 

8位 旧統一教会 政治問題化 

9位 藤井竜王 最年少 5冠 

10位 コロナ感染 1日 10万人 

・2023年度 

1位 WBC14年振り優勝 

2位 大谷メジャー本塁打王 

3位 ジャニーズ性加害問題 

4位 藤井竜王史上初八冠 

5位 阪神 38 年振り日本一 

6位 闇バイト「ルフィ」逮捕 

7位 新型コロナ 5類移行 

8位 ビックモーター不正請求 

9位 夏の平均気温過去最高 

10位 福島処理水放出 

  ここ 3年を振り返るだけでも色々な出来事があっています。皆さんの記憶の中で鮮明に

残っている出来事はなんでしょうか。私の中では、夏の平均気温過去最高ということが非

常に気に掛かる出来事になります。今後益々、地球温暖化（気候変動）が進めばどうなる

のか非常に危惧します。余りにも私たちが利便性ばかり求めてきたツケが、子や孫への大

きな負の遺産となります。今、私たちができることを、今すぐにでも実行に移す必要があ

ります。 

   SDGsの 17の目標達成まで、残された時間は限られています。持続可能な社会の構築

をめざして、一人ひとりができる身近なところから取り組んでいかなければなりません。 

  必ず、日々の生活の中にありますので・・・ 

■最後に 

県労福協にお世話になって 4 年。3 年間はコロナで様々な活動が制約されました。しかしなが

ら、人と人とのつながりの大切さ・出会いをひしひしと感じた時間でした。自分自身満足な活動が

できなかったと自責の念もあります。皆さんにもご迷惑をお掛けしたことも多々あったと思います

が、今後は、支え合い、助け合い、寄り添い合い、そのようなつながりを地域に根付かせていきた

いと思います。 

人間関係が希薄となり、人々の価値観が多様化している今こそ、共助の社会をめざしていかなけ

ればと思います。「福祉はひとつ」・・・ 
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 貴重な 4年間を与えていただいたことに感謝します。大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。 

  今後とも、熊本県労働者福祉協議会へのご支援ご協力を心らお願いいたします。 

皆さんの益々のご活躍とご健勝を心から祈念いたします。 

 
≪県労福協からのお知らせ≫ 

   

 

 

Amazon「みんなで応援」プログラムご存じですか。Amazon.co.jpを通じてサポートできるプログラムです。それぞれ  

の支援先が作成した「ほしい物リスト」から商品を購入すると簡単に物資の支援が行える仕組みになっています。 

   Amazon.co.jp: 九州・沖縄地方への支援: Amazon「みんなで応援」プログラム 

 

 

 

 

 

いまこそ

労福協の力を
 

「持続可能な社会をめざして」「誰ひとり取り残さない社会をめざして」そのような

思いでふれあい通信を継続していくことができれば・・・ 

 

 

福祉はひとつ 
 

        

ご意見、ご要望をお聞かせください。 

一般社団法人 熊本県労働者福祉協議会 

     〒862-0976 

      熊本県熊本市中央区九品寺 1丁目 17-9 

     TEL 096-375-6029 FAX 096-375-6030  

E-mail  rofuku@lime.ocn.ne.jp 

https://www.amazon.co.jp/b/ref=s9_acss_bw_cg_hogo_6d1_w?ie=UTF8&node=8522578051&pf_rd_m=A3P5ROKL5A1OLE&pf_rd_s=merchandised-search-6&pf_rd_r=2QJ4XR8WP77KTP56BNJQ&pf_rd_t=101&pf_rd_p=52e1682c-558a-41fd-914e-2282bf1ab262&pf_rd_i=8443136051
mailto:rofuku@lime.ocn.ne.jp

